
注文中の注文の内容変更を行います。すでに約定した注文は変更できません。

IFD注文やOCO注文等の組合せ注文は内容変更を行う事が出来ません。

新規注文は商品・限月・売買区分変更ができます。

① 商品

検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデータを表示します。

② 照会ボタン

選択した条件で、内容変更可能な注文を表示します。

最大で200件までの注文を表示することができます。 200件を超える際は商品を絞り込んでからご使用ください。

③ 注文情報

内容変更可能な注文を表示します。
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① 内容変更前注文情報

内容変更前の注文情報を表示します。

② 受付No

注文受付番号を表示します。

③ 注文受付日／注文受付時刻

注文受付日・注文受付時刻を表示します。

④ 商品

発注を行う商品を選択します。

⑤ 限月

発注を行う商品の限月を選択します。

⑥ 売買区分／枚数

発注を行う注文の売買区分を選択、注文枚数を入力します。

⑦ 執行条件／注文属性

発注を行う注文の執行条件・注文属性を選択します。注文方式の詳細は「注文方式について」を参照して下さい。

⑧ 現在値段／指定値段

上段には発注を行う商品の現在値段を表示します。下段には発注を行う注文の指定値段を入力します。指定値段は、執行条件の
組合せにより非表示になる場合があります。
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⑨ トリガ条件（執行条件が逆指の時のみ表示）

逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。

（Ａ）トリガ条件・（Ｂ）トリガ値段で指定した条件を満たした時点で、注文が板に登録されます。

（Ａ）トリガ条件

注文が板に登録されるための条件を選択します。トリガ条件には以下の２種類があります。

（Ｂ）トリガ値段

トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。

⑩ 有効期限

発注を行う注文の有効期限をYYMMDD形式入力、または アイコン（カレンダーアイコン）で指定します。本日営業日から
暦日で255日後の日中立会い終了時までの営業日を指定することが可能です（祝日営業日を指定することはできません）。ただし、
有効期限を定めた すべての注文は祝日取引終了後に失効します。営業日以外を指定した場合はエラーになります。日付の指定方法に
ついては「日付の指定方法」を参照してください。１セッションのみ有効にしたい注文の場合は、「１セッションのみ」にチェック
を付けます。

⑪ 取引パスワード 取引パスワードを入力します。

⑫ 実行ボタン

「実行」ボタンを押下すると、入力内容が正常であれば確認画面へ、不正な項目がある場合はエラー画面へ遷移します。

⑬ キャンセルボタン

「キャンセル」ボタンを押下すると、注文内容変更選択画面に戻ります。

（Ａ） （Ｂ）

トリガ条件 内 容

約値（以上） 約定値段がトリガ値段で入力した値段以上になった場合、注文が執行されます

約値（以下） 約定値段がトリガ値段で入力した値段以下になった場合、注文が執行されます
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内容変更の内、以下の例の「時間優先継承：○」の変更を行った場合は時間的優先順位を引き継ぐことができます。

注文結果照会画面の「受付No」欄に「訂正」と表示されている場合、優先順位を引き継いだことを表しています。

一方「時間優先継承：×」の変更は、「変更前注文の取消 ⇒ 変更後の注文発注」の一連操作が自動的に行われますが、

時間優先順位は継承されません。

注文結果照会画面の「受付No」欄に「変更」と表示されている場合、優先順位を引き継がずに内容変更が行われたことを

示しています。

NO 変更内容 時間優先継承 備考

1 発注数量を減らす場合（例：50枚→ 30枚） ○

2 発注数量を増やす場合（例：50枚→ 100枚） ×

3 価格の訂正（例：売100円→ 売120円） ×
有利な価格の変更であっても、不利な価格の変更であっても、時間
優先順位は引継がず、変更時に新たな発注時刻を付与する。4 価格の訂正（例：売100円→ 売80円） ×

5 有効期限の短縮（例：4/5まで有効→ 4/1まで有効） ○ 有効期限を短縮する場合であっても、延長する場合であっても、時
間優先順位は引継ぐ。なお、FaSで発注してある注文をFaKやFoK
に変更することはできない。6 有効期限の延長（例：4/5まで有効→ 4/10まで有効） ○
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